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令
和
５
年
の
新
春
を
謹
ん
で
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
き
こ
な
い
認

定
こ
ど
も
園
の
開
園
や
函
館
江
差
自
動
車
道

木
古
内
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
加
え
、
町
制
施
行
80

周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
記
念
式
典
の
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
多
大

な
ご
協
力
の
も
と
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
式
典
の
な
か
で
は
、
地
方
自
治

や
様
々
な
分
野
で
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
17
の
個
人
や
団
体
に
自
治
功
労
と
感
謝

状
を
授
与
し
た
ほ
か
、
先
人
た
ち
の
こ
れ
ま

で
の
功
績
や
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
の
念
を
抱
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
、
国
内
外
で
異
常
気
象
が
多
く
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
町
で
も
昨
年
８
月
の

集
中
豪
雨
で
は
道
路
や
水
路
な
ど
に
被
害
が

あ
り
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
大
変
不
安
に
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
幸
い
、
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
も
防
災
対
策
や
防
災
意
識
の
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
油
価
格
高
騰
に
よ
る
光
熱
費
や

物
価
の
上
昇
な
ど
、
町
民
生
活
へ
の
影
響
は

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
及
ん
で
い
ま
す
。
町
と

し
て
生
活
を
守
る
た
め
に
全
世
帯
を
対
象
と

し
た
エ
ー
ル
支
援
金
給
付
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
町
を
元
気
に
す
る
取
組
み
と

し
て
昨
年
、
み
ら
い
あ
る
条
例
（
木
古
内
町

移
住
定
住
新
生
活
し
あ
わ
せ
サ
ポ
ー
ト
条

例
）
を
施
行
し
、
多
く
の
移
住
者
や
、
定
住

者
へ
支
援
を
行
い
、
初
年
度
か
ら
十
分
な
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
次
産
業
で
は
、
昨
年
か
ら
サ
ー
モ
ン
種

の
養
殖
関
連
事
業
が
始
ま
り
、
観
光
に
関
し

て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
、
道
の
駅
満

足
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１
位
に
返
り
咲
く
な
ど

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
新
た
な
観
光
資
源
の
開
発
と
町
内
周
遊

や
広
域
観
光
を
促
進
す
る
取
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
で
は
高
齢
者
の
安
心
・
安
全
な
生
活

を
守
る
た
め
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

券
の
継
続
、
セ
ン
サ
ー
付
き
見
守
り
機
器
に

よ
る
孤
独
死
等
の
予
防
や
、
特
殊
詐
欺
防
止

の
た
め
の
電
話
機
購
入
支
援
な
ど
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

　

教
育
で
は
、
昨
年
10
月
に
藤
澤
新
教
育
長

を
迎
え
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、

新
し
い
時
代
に
適
し
た
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
小
中
学
生
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
を
推

進
し
、
必
修
化
さ
れ
た
英
語
学
習
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
学
習
に
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
木
古
内
町
な
ら
で
は
の
豊
か
な
自

然
を
生
か
し
た
体
験
活
動
や
、
社
会
の
変
化

を
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
学
習

環
境
を
充
実
さ
せ
、
年
齢
に
関
係
な
く
町
民

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
い
き
い
き
と

活
躍
す
る
学
び
の
場
を
作
り
あ
げ
る
た
め
尽

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
が
町
長
に
就
任
し
て
か
ら
２
年
９
ヶ
月

が
経
過
し
、
こ
の
間
、
未
来
を
創
る
様
々
な

新
し
い
事
業
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
施
策
の
推
進
に
は
、
私
自
身
の

政
治
理
念
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
み
な
さ
ま

か
ら
の
意
見
や
考
え
を
聴
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
「
お
出

か
け
町
長
室
」
や
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
町
長
室
」
の

取
組
み
を
続
け
、
う
さ
ぎ
の
よ
う
に
耳
を
大

き
く
し
て
、
み
な
さ
ま
の
声
を
聴
き
き
カ
タ

チ
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
み
な
さ
ま
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
「
今
と
未
来
の
為
に

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
を
お
約
束
す
る

と
共
に
、
町
民
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
に
」

　
木
古
内
町
長

鈴
　
木
　
慎
　
也 
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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
共
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、
町
制
施
行
80
周
年
と
い
う
歴
史

の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
木
古
内
町
の
礎
を
築
か
れ
た
多
く
の
先

人
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
愛
す
る

郷
土
木
古
内
町
を
未
来
へ
向
け
て
誇
り
を

持
っ
て
託
す
事
の
で
き
る
よ
う
、
一
層
の
努

力
を
積
み
重
ね
、
精
進
す
る
決
意
を
新
た
に

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
世
界
情
勢

で
は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
続

い
て
お
り
、
国
際
社
会
に
多
大
な
悪
影
響
を

及
ぼ
し
、
人
類
の
平
和
と
繁
栄
の
行
く
末
に

暗
い
影
を
落
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
全
世
界
に
ま
ん
延
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
変
異
株
に
形
を

変
え
、
終
息
の
兆
し
が
見
え
ず
、
国
民
の
不

安
が
増
大
す
る
ば
か
り
で
あ
り
、
国
内
経
済

も
低
迷
を
続
け
、
日
常
の
生
活
は
大
変
厳
し

く
将
来
へ
の
生
活
不
安
を
抱
え
て
い
る
現
状

で
す
。

　

ま
た
、
昨
年
７
月
に
は
安
倍
晋
三
元
総
理

大
臣
が
暴
漢
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事

件
も
あ
り
、
悲
報
に
国
内
は
騒
然
と
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

新
年
を
迎
え
て
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
八
波
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
感
染
拡
大
が
心
配

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
対
応
が
急
が
れ

て
お
り
ま
す
が
、
木
古
内
町
と
し
て
も
従
来

よ
り
も
増
し
て
喚
起
を
促
し
、
町
民
の
安
心

安
全
を
取
り
戻
す
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
い
ま
し
ば
ら
く
の
辛
抱
と
、
町
民

の
皆
さ
ま
の
特
段
の
協
力
が
必
要
で
す
。
こ

う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗
り
越
え
、
心
の
豊

か
さ
と
日
々
の
暮
ら
し
に
喜
び
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
協
働
し
、
さ
ら
な
る
自
治
力
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
市
町
村
議
長
会
の
懸
念
事
項

と
し
て
議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
木
古
内
町
議
会

と
し
て
も
そ
の
事
を
深
く
考
慮
し
、
昨
年
、

議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
13
項
目

に
わ
た
る
案
件
に
つ
い
て
審
議
を
い
た
し
ま

し
た
。
主
な
る
案
件
は
、
議
員
定
数
と
議
員

報
酬
に
つ
い
て
の
２
件
で
あ
り
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
の
推
移
、
27
年
間
議
員
報
酬
に
つ

い
て
の
見
直
し
が
さ
れ
て
い
な
い
等
、
議
員

各
位
の
高
度
な
識
見
の
も
と
、
議
論
を
重
ね
、

現
状
維
持
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
改
め

て
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
た
め
実
施
で
き
な
か
っ
た
議
会
懇
談
会

を
３
年
振
り
に
開
催
し
、
全
25
町
内
会
の
各

町
内
会
長
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
複

数
の
町
内
会
合
同
で
の
懇
談
会
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
過
去
に
な
い
ほ
ど
の
多

く
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
多
様
な
ご
意
見
等
を
伺
う
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
、
要
望
事
項
等
も
寄

せ
ら
れ
、
後
日
、
行
政
と
の
協
議
・
検
討
を

行
い
、
そ
の
方
針
等
を
お
伝
え
す
る
事
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
３
月
26
日
、
長
い
間
の
念
願
で
あ

り
ま
し
た
茂
辺
地
・
木
古
内
間
（
16
㎞
）
の

高
規
格
道
路
の
開
通
に
よ
り
、
函
館
圏
へ
の

大
幅
な
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
交
通
量
が
増
大

し
て
お
り
、
か
つ
て
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄

え
た
我
が
町
に
と
っ
て
、
明
日
へ
つ
な
が
る

明
る
い
材
料
の
一
つ
で
す
。
交
流
人
口
の
拡

大
は
、
町
の
経
済
に
大
き
な
起
爆
剤
と
な
る

と
い
う
利
点
を
も
た
ら
し
、
活
気
が
生
ま
れ

ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
急
激
な
過
疎
化

か
ら
脱
却
で
き
る
要
素
で
も
あ
り
ま
す
。

　

一
次
産
業
の
よ
り
一
層
の
振
興
を
図
り
、

地
産
地
消
を
心
が
け
、
道
の
駅
「
み
そ
ぎ
の

郷
き
こ
な
い
」
を
核
と
し
た
広
域
観
光
の
推

進
と
あ
わ
せ
、
「
松
前
半
島
道
路
」
「
江

差
・
木
古
内
高
規
格
道
路
」
の
早
期
事
業
化
、

持
続
可
能
な
北
海
道
経
済
の
救
世
主
に
な
る

で
あ
ろ
う
第
二
青
函
ト
ン
ネ
ル
建
設
要
請
等
、

行
政
と
議
会
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
進
む

べ
き
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
う
さ
ぎ
年
、
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ

プ
・
ジ
ャ
ン
プ
で
、
こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え

た
い
も
の
で
す
。

　

結
び
に
、
ふ
る
さ
と
木
古
内
町
の
限
り
な

い
繁
栄
と
、
本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

飛
躍
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

令
和
五
年
「
新
年
を
迎
え
」

　
木
古
内
町
議
会
議
長

又
　
地
　
信
　
也 
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2023. 1. 1
木古内町

農業委員会
（連絡先）

事務局
☎2－3131

（発行責任者）
会長　森永康男

　新年にあたり、謹んでご挨拶申し上げます。
　はじめに、新型コロナウイルス感染症の影響を受けられた皆様、また、全国各地で発生した
災害等により被害を受けられた皆様に、心よりお見舞い申し上げるとともに、１日も早い復
旧・復興をご祈念申し上げます。
　さて、昨今の農業情勢は、原油価格の上昇やロシアによるウクライナ侵攻の長期化により、
生産資材や穀物相場の高騰が続いており、農業経営を圧迫している状況が続いています。
　また、水田活用直接支払交付金も制度の厳格化により、今後の賃貸借契約における単価の見
直し等を考慮していかなければならないと考えています。
　このような状況の中、当町における農業情勢ですが、水稲は、昨年よりも質・量ともに上
回っており、単価も値上がりしましたが、昨年の下げ幅からすると、まだまだ厳しい状況が続
いていると思います。また、８月に降った大雨により、田んぼへの雨水の流入や農業用ハウス
の浸水などの被害がありました。
　ブランド化に取り組んでいる「はこだて和牛」については、11月に開催された北海道あか牛
枝肉共励会において、前年に引き続き、２年連続で一般褒賞部門で最優秀賞を受賞するという
輝かしい成果を残しており、来年も頑張っていただきたいと思っています。
　農業委員会として、農地法に基づく各種許認可事務に加え、農地パトロールや遊休農地に対
する調査などを実施しています。また、担い手への農地利用の集積、集約化や遊休農地の発生
防止と解消など、農地の最適化の推進に向け取り組んでいきます。
　今年は農業委員会委員の改選があり、10名の農業委員が新たに選任されます。農業を取り巻
く情勢が目まぐるしく変化するなか、職務に対する責任の重さを自覚し、農業委員会の役割を
しっかりと果たしていく所存ですので、今後とも、なお一層のご理解ご協力をお願い申し上
げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のご挨拶
木古内町農業委員会
　会長　森永　康男

農
業
者
年
金
で
老
後
の
生
活
を
安
心
サ
ポ
ー
ト
！

・
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

加
入
要
件　
　

①
六
〇
歳
未
満
の
人

　
　
　
　
　
　
　

②
年
間
六
〇
日
以
上
農
業
に
従
事

　
　
　
　
　
　
　

③
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
人

・
保
険
料
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す

　
　

通
常
加
入
の
場
合
、
月
額
二
万
円
か
ら
六
万
七
千
円
ま
で
千
円

　

単
位
で
変
更
可
能

・
終
身
年
金
で
八
〇
歳
ま
で
の
保
証
付
き
で
す

・
税
制
面
で
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

・
一
定
の
要
件
を
満
た
す
農
業
の
担
い
手
に
対
し
て
は
、
保
険
料
の

　

国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

　

農
業
者
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
又
は
農
協
ま
で

農
業
委
員
名
簿

会　
　

長　
　

森
永　

康
男
（
大
平
）

職
務
代
理　
　

岸　
　

智
美
（
鶴
岡
）

委　
　

員　
　

鈴
木　

了
介
（
新
道
）

委　
　

員　
　

川
瀬　

雄
二
（
大
川
）

委　
　

員　
　

手
塚　

宣
彰
（
瓜
谷
）

委　
　

員　
　

多
田　

幸
広
（
中
野
）

委　
　

員　
　

岡
山　
　

徹
（
建
川
）

委　
　

員　
　

江
川
ス
ヱ
子
（
中
野
）

委　
　

員　
　

東
出　

雅
史
（
鶴
岡
）

委　
　

員　
　

林　

イ
ク
子
（
新
道
）

農
地
の
年
間
賃
借
料
の
情
報

　

当
町
の
実
勢
平
均
賃
借
料

（
十
ア
ー
ル
当
た
り
）

　

水
田　

九
千
円
（
転
作
田
八
千
円
）　
　

　

畑　
　

二
千
円

※
今
後
、
貸
借
料
の
見
直
し
を
検
討
し

　

て
い
ま
す
。

－農業労賃の改定について－

　農業委員会では、令和４年10月からの農作業臨時雇用
標準賃金について「９２０円」に定めました。作業員の
臨時雇用や農作業を委託する場合に、農業者の皆さんの
目安にしてもらうため、毎年設定しているもので、当事
者間で賃金を取り決める際の参考としてご利用ください。
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１
８
３
１
年
（
天
保
２
年
）
か
ら
佐
女
川
神
社
に
伝
わ
る
神
事
「
寒
中
み
そ
ぎ
祭

り
」
と
当
町
イ
ベ
ン
ト
「
寒
中
み
そ
ぎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
ご
家
族
皆
様
で
楽
し
め
る
お
祭
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課
産
業
経
済
グ
ル
ー
プ　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

木木
古古
内内
町町
観観
光光
情情
報報

寒
中
み
そ
ぎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
３
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１
月
13
日
（
金
）

　

18
時
00
分

参
籠
報
告
祭

佐
女
川
神
社

１
月
14
日
（
土
）

　

17
時
00
分

寒
中
み
そ
ぎ
ま
ち
あ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
か
が
り
火

・
み
そ
ぎ
キ
ャ
ン
ド
ル

・
道
の
駅
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

み
そ
ぎ
ロ
ー
ド

道
の
駅

「
み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な
い
」

佐
女
川
神
社

み
そ
ぎ
公
園
な
ど

　

18
時
00
分

み
そ
ぎ
行
列

み
そ
ぎ
公
園
～
佐
女
川
神
社

　
　
　

20
分

開
会
式

佐
女
川
神
社

　
　
　

40
分

み
そ
ぎ
口
上

　
　
　

50
分

行
修
者
水
ご
り

　

19
時
10
分

冬
花
火
の
舞

１
月
15
日
（
日
）

　

10
時
00
分

出
御
祭

佐
女
川
神
社

　

11
時
30
分

み
そ
ぎ
太
鼓
・
大
漁
旗
漁
船
航
行

み
そ
ぎ
浜

　
　
　

50
分
海
水
沐
浴

　

12
時
15
分

水
ご
り

　

14
時
30
分

本
祭
・
松
前
神
楽
奏
上

佐
女
川
神
社

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
前
後

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
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申告準備はお早めに
　令和４年分確定申告は令和５年２月16日（木）から３月15日（水）までとなっておりますので、確定
申告をされる予定の方は必要書類の準備をよろしくお願います。

医療費控除について

申告が必要な方

　次の点についてご確認のうえ、合計額を計算して申告をしてください。
　○対象となる医療費は、令和４年中に支払ったものです。
　○控除の額は、所得の５％または10万円どちらか低い方を超過した部分となります。
　○領収書１枚ごとではなく、医療を受けた方・病院ごとに分けて医療費控除明細書にご記入ください。
　○医療費通知を貼付することで、記載を省略することができます。
　○生命保険や高額療養費等が支払われた場合は、 その分を差し引きますので医療費控除明細書にご記
　　入ください。
　※医療費控除明細書は、役場税務課にて配布いたしますので、必要な方はお越し下さい。

給 与 収 入 の 方

年 金 収 入 の 方

収入のなかった方や遺族年金・障害年金など非課税所得のみの方

年末調整は
行われていますか？

次のうち一つでも該当しますか？
・給与収入が103万円以上ある
（２カ所以上からもらっている場合は合計額）
・源泉徴収されている

控除に変更がありますか？

所得税の
確定申告が
必要です

所得税の確定申告が
必要です

申告の必要は
ありません

町・道民税の
申告が
必要です

はい

はい

はい

はい

はい
はい

はい

はい

はい

はい

はい

次のうち一つでも該当しますか？
・年末調整済以外の給与所得がある
・その他の所得がある

公的年金等の収入が
400万円を超えていますか？

その所得は20万円を
超えていますか？

年金収入が年間で
148万円を超えますか？

年金収入が年間で
98万円を超えますか？

次に当てはまる方は、町・道民税の申告が必要です。
　○国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方　　○国民年金保険料の免除申請をする方
　○各種手続のため所得証明書・課税証明書が必要な方

申告の必要は
ありません

所得税の確定申告が
必要です

町・道民税の申告が
必要です

収入金額や扶養親族の
状況、各種控除合計額
によって町・道民税の
申告が必要となる場合
があります。

年齢は65歳以上ですか？
（昭和33年１月１日以前生まれの方）

公的年金等以外にも所得がありますか？

その収入及び所得は20万円を超えていますか？

町・道民税の申告が必要です。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

ご不明な点がございましたら下記担当までご連絡ください。
■お問い合わせ　税務課税務グループ　☎01392－2－3131
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公的年金等を受給されている方へ
□源泉徴収税額や予定納税額があり、所得税及び復興特別所得税の還付を受けるためには、確定申告

をする必要があります。
□スマートフォンでもご利用いただける国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」では、画

面の案内に沿って金額等を入力することにより、税額等が自動的に計算され、誤りのない申告書を
作成することができますので、ぜひご利用ください。

□確定申告書には、マイナンバーの記載が必要です。マイナンバーを記載した申告書等を提出する際
は、毎回マイナンバーカード等の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

□確定申告書の作成に当たっては、復興特別所得税の記入を忘れずにお願いします。
□公的年金等に係る雑所得以外の所得（※）があり、その所得金額が20万円以下で所得税および復興

特別所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。住民税
に関する詳しいことはお住まいの市区町村にお尋ねください。

　※　「公的年金等に係る雑所得以外の所得」で主なものの所得金額の計算方法は次の通りです。
所得の種類 所得の内容 所得金額の計算方法
給与所得 給与・賞与・パート収入など 給与等の収入金額 - 給与所得控除等
雑所得（公的年金等以外） 個人年金、原稿料など 総収入金額－必要経費
配当所得
◆上場株式等に係る配当所
得の申告不要制度を選択し
た場合を除く。

株式の配当や投資信託の収益
分配金など

収入金額－株式などの元本取得に要
した負債の利子

一時所得 生命保険の満期返戻金など
（総収入金額－収入を得るために直
接要した金額－特別控除額【最高50
万円】）×１/２

新函館農業協同組合　木古内支店　閉店のお知らせ
　令和５年１月31日（火）をもちまして、木古内支店が閉店となりますのでお知らせします。
　２月１日（水）より知内支店内に木古内支店業務を移行させていただきますが「店名・店番号・
お客様の口座番号」の変更はございません。また、週２回ですが木古内支店駐車場にて移動金融車
（愛称ＪＡライナー）を下記のとおり営業いたします。
　ご利用されているお客様には、ご不便をおかけいたしますがよろしくお願い申し上げます。

令和５年２月１日から

※融資・共済事業につきましては、知内支店取扱いとなりますので各担当窓口をご利用願います。 

お 問 い 合 わ せ 先
《令和５年１月31日》までは 
新函館農業協同組合　木古内支店
木古内町字本町545番地１
☎01392－2－3151

《令和５年２月１日》より
新函館農業協同組合　知内支店
知内町字重内66番地の102
☎01392－5－5511

○移動金融車（ＪＡライナー）営業日程

営 業 日
毎週水曜日

毎週金曜日

９：30～11：30
営 業 時 間 場　　所

○木古内ＡＴＭコーナー

営 業 日 営 業 時 間 場　　所
木古内支店駐車場 平　日

（土日祝日は営業
していません）

9：00～17：00 （現：木古内支店内）
木古内支店駐車場

９：30～11：30
12：30～14：30

■お問い合わせ　函館税務署　函館市中島町37－１　☎0138－31－3171
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選挙運動費用の公費負担制度について
１．公費負担制度とは
　お金のかからない選挙を実現するとともに、立候補しやすく、立候補した人が公平に選挙運動でき
るように、一定の範囲で立候補者の選挙運動費用の一部を公費で負担する制度です。
　地方選挙の公費負担は都道府県や市の選挙に限られていましたが、令和２年６月の公職選挙法の改
正により、町村長・町村議会議員選挙まで拡大されました。
　町では、令和５年４月執行予定の町議会議員選挙から適用されます。

２．公費負担の種類
　選挙運動費用に関する公費負担制度については、法及び条例で上限等の基準が定められています。
　公費負担の対象となるものは、次の３種類です。
（１）選挙運動用自動車の使用
（２）選挙運動用ビラの作成
（３）選挙運動用ポスターの作成

３．対象となる候補者
　この公費負担制度においては、町が公費負担する候補者は供託物が没収点以上の得票を得た候補者
に限られます。（供託物を没収される候補者は、全て自己負担となります。）
●供託物没収点
　・町長選挙の場合　　　　供託物没収点＝有効投票総数×１／10
　・町議会議員選挙の場合　供託物没収点＝有効投票総数÷議員定数×１／10

４．公費負担の限度額
（１）選挙運動用自動車の使用

契約方式 限度額（１日当たり） 選挙運動期間 限度額
一般運送契約方式
（ハイヤー契約） 64, 500円 

5日間

322, 500円

個別契約方式
自動車借入契約 16, 100円 80, 500円
燃 料 供 給 契 約 7, 700円 38, 500円
運転手雇用計画 12, 500円 62, 500円

※「一般運送契約方式」と「個別契約方式」のいずれかを選択
※選挙が無投票となった場合は、届出日（告示日）１日のみが対象となります。

（２）選挙運動用ビラの作成
選挙区分 上限枚数 上限単価 限度額
町長選挙 5, 000枚

1枚当たり７円73銭
38, 650円

町議会議員選挙 1, 600枚 12, 368円

※１円未満の端数がある場合には、その端数は１円とします。
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（３）選挙運動用ポスターの作成
上限単価 3, 483円［（541円31銭×34箇所＋100, 000円）÷34箇所］
上限枚数 40枚
限度額 139, 320円（3, 483円×40枚）

　※ポスター掲示場数の34箇所は、令和４年執行の参議院議員通常選挙の数であり、選挙毎に選挙管
　　理委員会で決定します。
　※１円未満の端数がある場合には、その端数は１円とします。

　公費負担の適用を受けようとする候補者は、各業者等と有償契約を締結し、その旨を選挙管理委員
会へ届け出なければなりません。
　詳細については、木古内町ホームページをご覧いただくか、選挙管理委員会へお問い合わせくださ
い。
■お問い合わせ：木古内町選挙管理委員会　☎01392－2－3131

令和５・６年度入札参加資格審査申請（物品・業務委託）を受付します
　町では、令和５・６年度対象の物品購入・業務委託に係る「入札参加資格審査申請書（指名願
い）」を次のとおり受付します。
　前回町に提出された申請書は、令和５年３月31日をもって有効期間満了となりますので、来年度

以降の資格審査を希望される方は、忘れずに申請書を提出してください。申請様
式や申請に必要な書類等の詳細は町ホームページに掲載しておりますので、左の
コードを読み込んでご確認ください。
　また、インターネット環境がなく入手できない場合は、下記までお問合せくだ

　　　　　　　　さい。
　なお、工事・設計の資格審査申請については、広報12月号でお知らせしたとおり、原則電子申請の
みでの受け付けとなりますのでご注意ください。
■受付期間　令和５年２月１日（水）～２月28日（火）※土日祝日を除く
■提 出 先　役場２階総務課窓口（※町外事業者は原則郵送で受け付けます。）
■お問い合わせ　総務課総務財政グループ　☎01392－2－3131

給付金の申請お忘れありませんか？
　「木古内エール生活支援給付金」及び「電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金」の申請は
１月31日（火）まで受け付けています。
　郵送申請の場合、書類不備により折り返しご連絡をするなど、申請から給付までお時間を要するこ
とがありますので、お早めの申請をお願いします。
　なお、郵送での申請が困難な方や、添付書類をコピーする手立てがない方は、役場町民課窓口で申
請を受け付けていますので、ご利用ください。
■お問い合わせ　町民課住民グループ　☎01392－2－3131

木古内町ホームページ
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広報版「防災きこない」 ～暴風雪に備えましょう～
　暴風雪は、発達した低気圧が北海道付近を通過する時や、強い冬型の気圧配置の時に発生すること
が多く、視界が真っ白（ホワイトアウト）になったり、吹き溜まりが発生したりします。このため、
暴風雪時の車の運転は大変危険で、走行途中で走行が困難になることがあります。家の中でも、雪に
より暖房器具の給排気口が塞がれることで一酸化炭素中毒を引き起こす危険性があったり、また着雪
や強風による電線の断線で停電が発生し、照明や暖房器具が使えなくなったりするおそれもあります。
　暴風雪により重大な災害が予想される場合、気象台から「暴風雪警報」の発表があり、警戒を呼び
かけます。特に、「数年に一度の猛吹雪」「外出は控えてください」というキーワードを使った情報
が発表された場合は、厳重な警戒が必要です。テレビやラジオなどで悪天候が予想されていることを
知った時は、気象庁ホームページ等で気象情報や道路情報、携帯電話アプリ等を利用して最新の情報
を確認するようにしましょう。また、暴風雪の被害に遭わないため、日頃から次のことに注意しま
しょう。

■お問い合わせ　総務課総務財政グループ　☎01392－2－3131

「暴風雪への備え」の
リーフレットはこちら
から確認できます。

冬期間のごみ出しについて
　冬期間は、視界不良や落雪の危険など、収集が困難になる状況が発生しやすくなります。雪に埋も
れて所在のわからないごみ袋や雪に埋まったごみステーション内のごみ袋、雪山で隠れて見えない位
置に置いてあるごみ袋は収集できませんので、ごみ袋を出す場所の除雪や、収集業者に見える位置へ
のごみ出しにご協力願います。
　また、暴風雪時は転倒事故やごみの飛散による事故誘発などの恐れがありますので、安全が確保で
きない状況ではごみを出さず、次回の収集日に出していただきますようご協力をよろしくお願いしま
す。
　なお、吹雪による道路状況の悪化などにより、ごみ収集に大幅な遅れが発生したり、状況によって
は中止となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。
■お問い合わせ　町民課住民グループ　☎01392－2－3131
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新しい民生・児童委員です
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■
お
問
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せ

　

町
民
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

☎
０
１
３
９
２
ー
２
ー
３
１
３
１

小　

泉　

五　

郎

☎２－2084
担当地区－ＪＲ線路
から杉沢組向かいの
通りまでの地域

加　

藤　

蓉　

子

☎２－3283
担当地区－いさりび
団地、朝日第１・朝
日第２町内会

檜　

森　

幸　

博

☎２－2647
担当地区－蛇内川
から大平全域

東　

出　

八
千
代

☎２－4356
担当地区－亀川か
ら泉沢駅まで

小
笠
原　

美
智
子

☎２－3508
担当地区－杉沢組
向かいの通りから
浄水場まで

好　

野　

ま
ゆ
み

☎２－5261
担当地区－建川・
鶴岡全域

渡　

辺　
　
　

悟

☎２－4743
担当地区－中学校グ
ラウンド下から旧中
学校通りまでの地域

手　

塚　

惠　

子

☎２－4740
担当地区－瓜谷・
大川・中野全域

岡　

山　

マ
サ
子

☎２－2612
担当地区－曙・上
町町内会

髙　

橋　

フ　

ミ

☎２－5123
担当地区－南本町
全域

二　

戸　

美
姫
子

☎２－5047
担当地区－寿町内
会

西　

山　

迪　

子

☎２－3510
担当地区－新道全
域

森　

永　
　
　

努

☎２－4013
担当地区－旧北電
通りから大平川ま
での地域

中　

山　
　
　

元

☎２－2473
担当地区－旧北電通
りから佐女川までの
道道より山側の地域

門　

間　

辰
太
郎

☎２－3037
担当地区－バイパス
から佐女川までの道
道より海側の地域

片　

桐　
　
　

孝

☎２－4834
担当地区－睦・緑
町・中央・花園町
内会

西　

根　

光　

治

☎２－2623
担当地区－幸連か
ら札苅消防まで

清　

野　

浩　

子

☎２－2636
担当地区－泉沢駅
から橋呉まで

松　

臺　

祐　

吉

☎２－4586
担当地区－札苅消
防から蛇内川まで

芦　

田　

こ
ず
え

☎２－2705
木古内町全域
主任児童委員

舛　

野　

信　

夫

☎２－5299
木古内町全域
主任児童委員

野
登
谷　

一　

幸

☎２－4837
担当地区－釜谷全
域
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　全国の小学校６年生と中学校３年生を対象に行われた、令和４年度全国学力学習状況調査の結果が公表
されました。小学校では国語と算数と理科、中学校では国語と数学と理科の問題回答とそれぞれ質問紙回
答による調査を行いました。
　ここでは木古内町の子どもたちの状況についてお知らせいたします。
　この調査は、児童生徒の学力や学習状況を把握分析し、今後の教育施策や学校での指導方法の改善を図
ることを目的に実施されました。なお、調査の結果は学力の全てではなく、一部について示しているもの
であることをご理解願います。

令和４年度学力・学習状況調査の結果をお知らせします

木古内町の学力向上への取り組み
○小中９年間を見通した教育課程のつながりと小中連携の強化による教育の質の向上 
○学校・家庭・地域の連携による情報モラルや情報活用能力を育む教育の推進
○９年間の学びの系統性や連続性を踏まえた授業改善に係る取組の推進と、各種研修会等を通じた教

師力の向上 
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小学校の学力状況
　国語では言葉の特徴や使い方
に関する事項の領域において全
国平均を大きく上回っています。
　算数では、全国平均を下回っ
ており、理科では「粒子」を柱
とする領域、「生命」を柱とす
る領域、「地球」を柱とする領
域において全国平均を上回って
います。

児童への質問の回答と問題正答率の関連
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中学校の学力状況
　国語では我が国の言語文化に関
する事項が全国平均を上回ってい
ます。
　数学では全国平均を下回ってお
り、理科では「粒子」を柱とする
領域、「生命」を柱とする領域、
「地球」を柱とする領域において
全国平均を上回っています。

木古内町の児童生徒の特徴
〇「将来の夢や目標を持っていますか」という質問に対し、「当てはまる」と回答した児童は90. 0％で

全国平均の79. 8％を上回っており、生徒に関しても77. 3％で全国平均の67. 3％を上回っています。
〇「今住んでいる地域の行事に参加していますか」という質問に対し、「当てはまる」回答した児童

は60. 0％で全国平均の52. 7％を上回っています。生徒に関しても59. 1％で全国平均の40. 7％を上
回っています。

〇「いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか」という質問に対し、「当てはま
る」と回答した児童は100％で全国平均の96. 8％を上回っています。生徒に関しても100％で全国
平均の96. 4％を上回っています。

〇「家で自分で計画を立てて勉強をしていますか」という質問に対し、「当てはまる」と回答した児
童は80. 0％で全国平均の71. 1％を上回っています。生徒に関しても63. 7％で全国平均の58. 5％を
上回っています。　

小中学生の保護者の方へお願い
　テレビゲームや携帯電話の利用等についてルールを決めていたり、起床時間や就寝時間が毎日決
まっているなど、生活習慣が規則正しく整った子どもの学力が高い傾向にあります。１日の生活バラ
ンスを考え、子どもたちが主体的に学習や運動等について「目安の時間」を決めて生活習慣を整える
ようご家庭内での指導をお願いいたします。

生徒への質問の回答と問題正答率の関連
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令和５年度渡島西部広域事務組合職員採用試験の実施について
（社会人経験者を対象）
　渡島西部広域事務組合では、民間企業等での職務経験がある社会人の方を対象にした、令和５年度
職員採用試験を次のとおり実施します。（採用年月日　令和５年４月１日）
■採用人数　一般事務１名（渡島西部広域事務組合事務局勤務）
■受験資格　平成５年４月２日以降に生まれた者（30歳以下）で普通自動車運転免許を有する者等
■職務経験　令和４年12月末現在で、民間企業等において事務職（経理等）を５年以上従事した経験
　　　　　　があり、ワード・エクセルなどができる者
■試験日時　令和５年２月３日（金）10時00分～
■場所　　　面談試験・渡島西部広域事務組合（福島消防署２階）
■申込み
・受付期間
　１月24日（火）まで（必着）
・申込書等の請求
＜郵送請求＞
　封筒の裏に「試験申込書請求」と朱書きし、120円切手を貼付した返信用封筒（角型３号以上）を
同封のうえ、渡島西部広域事務組合事務局まで送付してください。
＜直接請求＞
　渡島西部広域事務組合事務局にお越しいただくか、渡島西部広域事務組合のホームページよりダウ
ンロードできます。
■お問い合わせ　
　〒049－1331　松前郡福島町字三岳45番地1
　渡島西部広域事務組合事務局　☎0139－47－3511

『安心見守りサービス事業』のお知らせ（再掲）
　町では、ひとり暮らし世帯に対し、見守り機器を貸与することにより、急病や災害等による孤独死
の予防を図ることを目的とする「安心見守りサービス事業」を行っています。
■実施方法
　・ご自宅のトイレ等の電球１個を「通信機能付LED電球」に交換するだけです。
　　電球の点灯・消灯が24時間行われず異常と判別した場合に、親族等の通知先へメールでお知らせ
　　します。
■対象者
　・70歳以上のひとり暮らし世帯及び70歳未満で１級又は２級の身体障害者手帳の交付を受けている
　　方が対象です。※その他、利用条件あり。
　　ご利用は無料となっております。
　　詳しい内容につきましては、右記から町ホームページをご覧いただくか、
　　下記までご連絡ください。

■申込み・お問い合わせ　
　保健福祉課介護福祉グループ　☎01392－2－2122

渡島西部広域事務組合ホームページ

町ホームページ
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生きがい教室のご案内　≪第４回目≫
　閉じこもりの予防を図り、楽しみながら「生きがい」をみつけたり、要介護状態にならないための
知識や実技を学ぶ教室を実施しています。
　なお、この教室は、各回テーマを決めその都度広報にて参加者を募集します。
■対　象：65歳以上の方
■定　員：20名
■日　時：１月24日（火）10時00分～11時20分
■場　所：木古内町健康管理センター
■テーマ：「モルック」に挑戦！！
　≪モルックとは…≫
　地面に並べられた複数の木のピンをめがけてモルックという木の棒を投げて倒し、獲得した点数を　
　競うスポーツです。簡単なゲームですので初めての方も大歓迎です！
■費　用：無料
■締　切：１月20日（金）
■申込先・お問い合わせ先
　保健福祉課　介護福祉グループ　☎01392－2－2122
　※遠方等で送迎を希望される方は申込時にお伝えください。
　※新型コロナウイルス感染症の急拡大により、中止になる場合があります。予めご了承下さい。

ラッコくらぶ（育児教室）への参加者募集
　２月３日のぷちラッコを、育児教室「ラッコくらぶ」に振り替え、節分のまめまきを行います。
　参加を希望される方は、下記までお申し込み下さい。
■日　時：２月３日（金）10時00分～11時30分　※受付９時30分～　　
■場　所：健康管理センター 
■対　象：生後２か月から就学前のお子さんとご家族
■参加費：大人１名につき100円
■申込み：１月27日（金）午前中まで
■お問い合わせ：保健福祉課　保健推進グループ　☎01392－2－2122



16
2023.1.1

広報きこない

地域安全ニュース
 （Ｒ４  11／１～11／３0の事件・事故など）

■お問い合わせ
木古内町防犯協会（役場内）
☎01392－２－3131
木古内警察署
☎01392－２－4110
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に
な
る
な
ど
の
事
故
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
除
雪
作
業
時
は
、
作
業
に
適
し
た
服
装
を
着
用

し
、
エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
な

ど
の
作
業
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

冬
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の
防
止

　

～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～

　

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運
転

　

冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
正
面
衝
突
や
路
外
逸
脱

な
ど
の
交
通
事
故
、
凍
結
路
面
に
お
け
る
追
突
事
故
が
多

発
し
ま
す
。
特
に
日
陰
や
橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口

は
日
中
で
も
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ピ
ー

ド
ダ
ウ
ン
と
道
路
状
況
に
合
わ
せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

○
時
間
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転

　

天
候
や
道
路
状
況
に
よ
り
渋
滞
が
発
生
し
、
目
的
地
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
時
間
に
余

裕
が
な
い
と
、
先
を
急
い
で
交
通
事
故
に
繋
が
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
目
的
地
ま
で
の
道
路
状
況
や

天
候
を
確
認
し
て
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

○
「
急
」
の
つ
く
運
転
操
作
は
危
険

　

急
発
進
、急
ハ
ン
ド
ル
、急
ブ
レ
ー
キ
と
い
っ
た
「
急
」

の
つ
く
運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
思
わ
ぬ
交
通
事
故

に
つ
な
が
り
、
大
変
危
険
で
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

○
交
差
点
の
死
角
に
注
意

　

道
路
脇
に
は
、
雪
山
が
で
き
て
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者

の
視
界
を
遮
り
、
見
通
し
が
悪
く
な
り
ま
す
。
交
差
点
を

通
過
す
る
際
は
、
「
車
が
来
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」

「
歩
行
者
が
横
断
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
予
測
し
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

　

○
悪
天
候
に
注
意

　

吹
雪
や
大
雪
時
の
運
転
は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不
良

に
よ
る
立
ち
往
生
等
の
危
険
が
伴
い
、
命
を
落
と
す
結
果

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
悪
天
候
の
場
合
は
、
不
要
不

急
の
外
出
は
控
え
る
よ
う
に
し
、
や
む
を
得
ず
車
で
外
出

す
る
と
き
は
、
事
前
に
道
路
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

万
が
一
に
備
え
て
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
等
を
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

　

１
１
０
番
通
報
の
適
切
な
利
用
の
お
願
い
と
警

察
相
談
専
用
電
話
「
♯
９
１
１
０
」
の
紹
介

　

１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事
故
な
ど
を
い
ち
早
く

警
察
へ
通
報
す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。
警
察
官
が
早

く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う
、
そ
の
場
所
の
住
所
や
付
近

の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
、
慌
て
ず
に
落
ち
着
い
て
正

し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

緊
急
の
対
応
が
必
要
な
い
遺
失
物
・
拾
得
物
の
届
出
、

諸
手
続
に
関
す
る
照
会
な
ど
は
最
寄
り
の
警
察
署
等
の
電

話
を
、
相
談
や
警
察
業
務
に
関
す
る
意
見
・
要
望
は
警
察

相
談
専
用
電
話
「
♯
９
１
１
０
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

木
古
内
警
察
署
で
は
、
令
和
５
年
１
月
９
日
午
前
11
時

か
ら
正
午
ま
で
の
間
、
道
の
駅
み
そ
ぎ
の
郷
き
こ
な
い
に

お
い
て
、
木
古
内
町
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
ー
コ
」
を

１
日
警
察
署
長
に
任
命
し
、
「
１
１
０
番
の
日
」
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
す
。
同
啓
発
に
合
わ
せ
て
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
効
果
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
◎
主
な
事
件
・
事
故
関
係

　

■
恐
喝
未
遂　

１
件

◎
交
通
事
故
関
係

　

■
物
損
事
故　

３
件

　

■
人
身
事
故　

０
件

　

○
木
古
内
町　

１
件

　

○
知
内
町　
　

２
件

　
　

内
訳　

車
×
車
１
件　
　
　

車
単
独
２
件
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　　　　無料職業紹介所よりお知らせ無料職業紹介所よりお知らせ　　１月の求人情報１月の求人情報
　木古内町無料職業紹介所は、渡島西部通年雇用促進支援協議会と連携し、町内の雇用促進活動を行っています。
その活動の一環として、登録している企業の求人情報を掲載しています。求人情報は町のホームページ、木古内町
役場庁舎内にも掲示しています。

株式会社手塚産業

所在地 字瓜谷 122
職種 重機オペレーター 土木作業員 土木施工管理技士

賃金（月給） 207,000 ～ 289,800 円 175,950 ～ 269,100 円 300,000 ～ 400,000 円
就業場所 函館市、北斗市、木古内町
雇用形態 正社員又は非正社員 正社員
採用人数 ２名 ２名 ２名

免許資格
車両系建設機械運転者

大型特殊免許
大型自動車免許

普通自動車免許 土木施工管理技士
建設機械施工技士

年齢 年齢不問
連絡先 01392－２－4740
休日 土、日

有限会社 信貴

所在地 字木古内25－13
職種 土木作業員

賃金（月給） 200,000 ～
320,000 円

172,000 ～
216,000 円

就業場所 函館市及び近郊
雇用形態 正社員 非常勤職員
採用人数 ５名 ５名
免許資格 普通自動車免許

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－4481
休日 土、日

株式会社　杉の木ケアサービス

就業場所 グループホーム杉の木 小規模多機能型居宅介護施設さくら
所在地 字本町704 字木古内186－10字木古内186－10
職種 介護職員 介護職員

賃金（月給） 169,000 円～ 162,000 円～
雇用形態 正社員 正社員
採用人数 １名 １名
免許資格 普通自動車免許

年齢 年齢不問
連絡先 01392－6－7072
休日 ４週８休（不定休）

その他 夜勤手当 １回8, 000円 夜勤手当 １回6, 000円

特別養護老人ホームいさりび

所在地 字本町 704
職種 通所職員（介護職・看護職問わず）

賃金（月給） 175,100円～
雇用形態 会計年度任用職員
採用人数 １名
免許資格 介護職：不問・看護職：准看・正看

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－5700
休日 日曜定休シフト制

その他
  ①介護職員は支援金貸付制度あり
  ②看護職員は看護業務のほか介護業務あり
  上記内容や条件等詳しくは問合せ下さい。

きこない美裕温泉のとや

所在地 字大平20－2
職種 ホール 朝食係

賃金（時給） 920円 920円
雇用形態 パート パート
採用人数 数名 １名

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－4055
休日 週１～２日

勤務時間 シフト制 5時30分～9時

セイコーマート

就業場所 木古内店 木古内泉沢店
所在地 字本町328－2 泉沢68－1
職種 売場・調理 売場

賃金（時給） 930円
年齢 年齢不問

連絡先 0120－104－224

勤務時間
5時45分～22時の間で

応相談、シフト制
社会保険加入ＯＫ

「
新
た
な
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す
！
」

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
こ
の
た
び
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
漁
師
を
目
指
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た

「
菊き

く

池ち　

章し
ょ
う

太た

」
で
す
。
「
漁
師
」
と
い

う
職
業
に
以
前
か
ら
憧
れ
が
あ
り
、
こ
の

職
業
に
つ
く
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
木
古
内
町
の
こ
と
、
そ
し
て

木
古
内
町
の
漁
業
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
学

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
町

民
の
み
な
さ
ま
と
も
た
く
さ
ん
仲
を
深
め

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
内
で

私
を
見
か
け
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
く

だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

木古内町社会福祉協議会

所在地 字本町150－１
職種 ホームヘルパー（臨時ヘルパー又は登録ヘルパー）

賃金（時給） 1,000円
採用人数 １名

免許資格 介護職員初任者研修修了者又は介護福祉士、
普通自動車免許

年齢 年齢不問
連絡先 01392－2－2780
休日 シフト制

パチンコ・スロット　パーラーエース

所在地 字新道 45-29
職種 遊技業

雇用形態 パート・アルバイト
賃金（時給） 950円

採用人数 数名
年齢 年齢不問

連絡先 01392－2－4677
休日 応相談・シフト制

勤務時間 9時30分～23時00分の間



18
2023.1.1

広報きこない

ね ん き ん Vol.454
年金に関するお問い合わせは
■函館年金事務所　☎0138－56－1165
■町民課住民グループ　☎01392－2－3131

～20歳になったら国民年金～

　国民年金は年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、働いてい
る世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付け
られており、20歳になると日本年金機構から国民年金加入のお知らせが届きます。
■国民年金のポイント
〇将来の大きな支えになります　
　国民年金は、20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運用するため、安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
〇老後のためだけのものではありません
　国民年金は、年をとったときの老齢年金だけではありません。病気や事故で障害が残ったときに受け取るこ
とができる障害年金や、加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配
偶者」や「子」）が受け取ることができる遺族年金もあります。
　国民年金のご相談・お手続きについては、役場町民課住民グループ福祉年金担当窓口または函館年金事務所
までお問い合わせください。

国保病院のお医者さん
　　　　　　　　変化の中にある期待

　内科医　奈良原　裕

　新年あけましておめでとうございます。国保病院
非常勤医の奈良原裕です。私は、神奈川県横浜市に
ある病院との兼務で2022年4月から国保病院で働い
ています。勤務日は、水曜日の夜間救急から金曜日
の午前外来まで。内科、外科、学校健診、果てはカ
テーテル治療や手術なども担当しています。木古内
町とのご縁は約５年前の2018年からで、当時は新幹
線に乗って来町し、内科外来を行ったのちに日帰り
していました。
　当時の日帰り診療は2019年度末で一旦終了しまし
たが、今回は二泊での勤務です。３年ぶりの木古内
町は新しいホテルが出来ていたり木古内インターが
開通していたりと、変わらないようでいていろいろ
変わっているとも感じています。
　病院はと言いますと、やはりなんと言っても新型
コロナウイルス感染症により診療体制も職員の意識
も、そしてもちろん経営的な面も大きな変化を余儀
なくされています。特に、コロナ重点医療機関であ
る当院では、コロナ専用病棟や発熱ドライブスルー
外来の設置など他施設と比べても多くの変化・対応
を行ってきており、現在でも日々、細かな修正や改
善を行っています。
　世の中に目をやると、コロナパンデミックは地球
規模ですし、ウクライナ戦争もまた世界のあり方を
変えつつあり、私たちの日常生活に変化や影響を与
えています。たった数年間ですが、町も病院も世界

も規模の大小こそあれ、その変化は枚挙にいとまが
ない程です。一方で、自分の意識だけはなんだかそ
のままで変わっていないようにも感じます。
　さて、日本は2025年に団塊の世代が後期高齢者と
なり、2040年には高齢者数がピークを迎え、超・超
高齢化社会となるのは必至です。さらに、日本の人
口減少は加速しており、ここ木古内町でもその傾向
は避けがたいところと思います。こういった話を聞
くと、なんだか暗い気持ちになってしまいますが、
よく考えてみると、「変化していくことは必然で
あって、いつまでも変わらないと思う感覚の方が誤
解である」と言えないでしょうか。
　かかるなか、国保病院では医師・看護師だけでな
くあらゆる医療スタッフが慢性的に不足しており、
現在の医療サービスを提供し続けることが年々難し
くなってきています。それでも、昨年度からは新し
い治療（カテーテル治療やマイクロ手術など）を開
始しており、ここ最近では近隣の町立・道立病院か
ら頼られる分野を持てるようになりました。
　大切なことは、取り巻く環境が変化していくこと
を必然だと捉え、その対応や取り組みの中に新しい
期待を見つけ、それをみんなで積極的に明るく楽し
んでいくことではないでしょうか。そうしたら、今
よりもベターな未来が作れるのではないかと私は思
うのです。
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■このページに関するお問い合わせ
　生涯学習課社会教育グループ　☎01392－2－2224

Activity
Sports

＆ 教育インフォメ～ション

リロナイふれあい学園修了式

　12月８日（木）にリロナイふれあい学園の修了式を執り行いました。
　今年度は午前、午後をまたいだ学習や観桜会、町外研修など少しずつコロナ禍前のような体制で１年
間学習しました。
　藤澤学園長より「何歳になっても学ぶことは大切。来年も再来年も新しいことを学習・挑戦してほし
い」と述べ、村上学級長から「制限のある生
活の中でも最大限学習を行うことができた。
来年もここにいる全員と新入生とで一緒に学
習したい」と謝辞があり１年間の感謝と来年
への抱負を述べられました。

令和５年木古内町「はたちのつどい」式典について

　令和５年「はたちのつどい」式典を下記のとおり行います。
　なお、感染症対策としてご来場はご家族の方のみとさせていただきますのでご了承ください。
■日時　　　令和５年１月３日（火）14時00分～15時00分
■会場　　　中央公民館　講堂
■注意事項　※マスクの着用を徹底しお越しください。
二十歳を迎えられるみなさん　（平成14年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた方々）
　東　　詩織　　小田桐　未空　　帰山　知里　　片桐　望羽　　佐藤　　彰　　佐藤　奨悟
　滝川　実璃　　堂前　浩輝　　　苗加　悠利　　林　　　敦　　檜森　裕大　　又地　史也
　松本　遙月　　緑川　のあ　　　宮川　陸　　　宮下　一翔　　吉田　彩桜　　吉田　成吾
　吉田　直樹　　（敬称略）
　（掲載を承諾された方のみ記載しています）

ふるさとの森スキー場オープンについて

　今年度も感染症対策として、次のとおり利用に
ついて一部制限をしておりますので、ご理解とご
協力をお願いします。
１．利用期間
　令和５年１月７日（土）～３月中旬頃
２．利用時間
①小・中学校冬期休業期間
　（１月７日（土）～１月17日（火））
・火～木曜日　10時00分～16時45分
・金曜日　　　17時00分～20時45分
・土曜日　　　13時00分～20時45分
・日曜・祝日　10時00分～15時45分
・休業日　　　１月10日（火）、16日（月）
②１月18日（水）からクローズまで
・金曜日　　　17時00分～20時45分

・土曜日　　　13時00分～20時45分
・日曜・祝日　10時00分～15時45分
・休業日　　　毎週月～木曜日
３．感染症対策
①利用者はロッジで受付、検温をお願いします。
②職員が適宜ロッジ内の消毒・換気を行います。
③ロッジでは間隔を空けて休憩してください。
④ロッジ内での食事はご遠慮ください。（水分補
　給・飴等は可）
⑤団体利用はお断りさせていただきます。
　（木古内小学校授業を除く）
４．その他
　積雪状況により運営が困難なときは臨時休業と
することがあります。
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11月

第21回北海道あか牛枝肉共励会

最優秀賞を受賞しました

　11月14日に苫小牧市で開催された第21回北海

道あか牛枝肉共励会において、町内の岡山さ

ん、手塚さんの出展したあか牛が、最優秀賞に

輝きました。お二人からは「年々町内のレベル

が上がっている。今後も安定した成績をいかに

維持していくのかが課題だ。」と述べられてい

ました。今回の結果に一喜一憂せず、より高み

を目指す姿勢に、はこだて和牛のおいしさの秘

密を垣間見ました。

７
12月

交通安全指導員感謝状授与

長年の活躍に感謝します

　交通安全指導員である佐藤多喜男さんの退任
に伴い、感謝状の授与が行われました。佐藤さ
んは昭和62年に委嘱を受け、今年３月に退任す
るまでの間、35年にわたり指導員として活躍さ
れました。この間には交通事故死ゼロ3,000日
の達成がありました。

20
11月

歯科優良児表彰式

今後も虫歯予防に努めましょう

　今年９月に乳幼児歯科健診を受診した５歳児
及び６歳児のうち、虫歯が１本もないお子さん
を対象とした歯科最優秀賞の表彰式が行われま
した。対象者12名のうち、８名のお子さんとそ
の保護者が出席しました。これからもお子さま
はもちろん、家族みんなで虫歯予防に取り組ん
でいきましょう。

道南いさりび鉄道「夜景列車2022」

札苅駅でお出迎えを行いました16
12月

　道南いさりび鉄道の「夜景列車2022」が12月の７日
間にわたり運行されました。この日は列車の運行にあ
わせ、札苅町内会の有志が駅舎やホームのライトアッ
プ、法被や横断幕で乗客のお出迎えを行いました。
この日は終日にわたり、風雪が強かったですが、お
出迎え前後は晴れ間が広がりました。低い気温の中で
も、心温まるひとときとなりました。

歳末特別警戒・飲酒運転根絶街頭啓発

飲酒運転は絶対にやめましょう12月

　師走に入り、飲酒の機会が増える時期となりまし
た。そこで、飲酒運転の根絶を目的として歳末特別警
戒が行われました。当日は２グループに分かれ、町内
の飲食店や小売店を訪問し啓発活動を行いました。自
身はもちろんのこと、多くの人を不幸にする飲酒運転
は絶対にやめましょう。

叙勲受章伝達

長年火災予防に尽力されました13
12月

　消防団の畑中堅志郎さんが「瑞宝単光章」を受章さ
れ伝達式が行われました。畑中さんは50年にわたり消
防団の一員として尽力されました。家族の理解や消防
署員の協力があったからこそ、今回の受章につながっ
たとコメントされていました。
　以前は火災が多かったが、近年はだいぶ少なくなっ
たと感慨深く述べられていました。

きこない認定こども園

クリスマス会23
12月

　きこない認定こども園でクリスマス会が開かれまし
た。
　カラダが大きなサンタさんを恐がりながらも、サン
タさんからプレゼントを手渡されると、大きな声で
「ありがとうございます」とお礼を言うことができま
した。
　最後はサンタさんと一緒に「ジングルベル」と「赤
鼻のトナカイ」の曲に合わせて輪踊りを踊りました。
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交通安全指導員感謝状授与
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の達成がありました。
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歯科優良児表彰式

今後も虫歯予防に努めましょう

　今年９月に乳幼児歯科健診を受診した５歳児
及び６歳児のうち、虫歯が１本もないお子さん
を対象とした歯科最優秀賞の表彰式が行われま
した。対象者12名のうち、８名のお子さんとそ
の保護者が出席しました。これからもお子さま
はもちろん、家族みんなで虫歯予防に取り組ん
でいきましょう。

道南いさりび鉄道「夜景列車2022」

札苅駅でお出迎えを行いました16
12月

　道南いさりび鉄道の「夜景列車2022」が12月の７日
間にわたり運行されました。この日は列車の運行にあ
わせ、札苅町内会の有志が駅舎やホームのライトアッ
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この日は終日にわたり、風雪が強かったですが、お
出迎え前後は晴れ間が広がりました。低い気温の中で
も、心温まるひとときとなりました。

歳末特別警戒・飲酒運転根絶街頭啓発

飲酒運転は絶対にやめましょう12月

　師走に入り、飲酒の機会が増える時期となりまし
た。そこで、飲酒運転の根絶を目的として歳末特別警
戒が行われました。当日は２グループに分かれ、町内
の飲食店や小売店を訪問し啓発活動を行いました。自
身はもちろんのこと、多くの人を不幸にする飲酒運転
は絶対にやめましょう。

叙勲受章伝達

長年火災予防に尽力されました13
12月

　消防団の畑中堅志郎さんが「瑞宝単光章」を受章さ
れ伝達式が行われました。畑中さんは50年にわたり消
防団の一員として尽力されました。家族の理解や消防
署員の協力があったからこそ、今回の受章につながっ
たとコメントされていました。
　以前は火災が多かったが、近年はだいぶ少なくなっ
たと感慨深く述べられていました。

きこない認定こども園

クリスマス会23
12月

　きこない認定こども園でクリスマス会が開かれまし
た。
　カラダが大きなサンタさんを恐がりながらも、サン
タさんからプレゼントを手渡されると、大きな声で
「ありがとうございます」とお礼を言うことができま
した。
　最後はサンタさんと一緒に「ジングルベル」と「赤
鼻のトナカイ」の曲に合わせて輪踊りを踊りました。
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日
時
▼
１
月
10
日
（
火
）

〇
一
般
講
習

　

13
時
00
分
～
14
時
00
分

〇
初
回
講
習

　

14
時
45
分
～
16
時
45
分

▼
１
月
11
日
（
水
）

〇
優
良
講
習

　

13
時
00
分
～
13
時
30
分

〇
違
反
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

場
所
▼
木
古
内
町
中
央
公
民
館

　
　
　

大
会
議
室

※
講
習
を
受
け
る
際
は
、
事
前
に
警

察
署
で
更
新
手
続
き
（
目
の
検
査

等
）
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
▼

木
古
内
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

５
７
２
１

（
木
古
内
警
察
署
内
）

　

自
衛
官
等
募
集
説
明
会
を
左
記
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
１
月
27
日
（
金
）

　

13
時
00
分
～
17
時
00
分

場
所
▼

木
古
内
町
中
央
公
民
館
１
階
和
室

内
容
▼
就
職
の
部

一
般
職
（
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官

候
補
生
）
に
関
す
る
説
明
（
応
募
資

格
者
：
18
～
31
歳
男
女
）

進
学
の
部
▼
高
等
工
科
学
校
（
高
等

部
）
に
関
す
る
説
明

（
応
募
資
格
者
：
15
～
16
歳
男
子
）

防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校

（
医
学
・
看
護
）
に
関
す
る
説
明

（
応
募
資
格
者
：
18
～
19
歳
男
女
）

お
問
い
合
わ
せ
▼

自
衛
隊
函
館
地
方
協
力
本
部　

渡
島
西
部
担
当
広
報　

　

☎
０
１
３
９

－

４
２

－

３
７
７
４

　

気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
水
道
の

水
が
凍
結
し
、
こ
れ
が
原
因
で
水
道

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

寒
い
夜
は
も
ち
ろ
ん
、
家
を
留
守

に
す
る
時
に
も
忘
れ
ず
に
水
抜
栓
を

操
作
し
て
凍
結
・
破
裂
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
▼

建
設
水
道
課
建
設
水
道
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

　

函
館
バ
ス
地
方
便
は
、
12
月
30
日

～
31
日
、
１
月
２
日
～
３
日
の
期
間

中
、
日
曜
祝
日
ダ
イ
ヤ
で
の
運
行
、

１
月
１
日
は
全
便
運
休
・
営
業
所
窓

口
が
休
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
▼

函
館
バ
ス

　

☎
０
１
３
８

－

５
１

－

３
１
３
７

知
内
出
張
所

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

５
１
２
７

　

社
会
協
議
福
祉
会
で
は
、
現
在
３

つ
の
サ
ロ
ン
を
開
催
中
で
す
。
１
月

は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
か
よ
う
サ
ロ
ン
】

日
時
▼
１
月
17
日
（ 

火
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
頃

場
所
▼
高
齢
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
杉

の
木
１
階
）
※
送
迎
で
き
ま
す

参
加
費
用
▼
８
０
０
円
（
予
定
）

　

※
持
参
さ
れ
る
方
は
不
要

募
集
期
限
▼
１
月
１
日
（
日
）
～　
　

　
　
　
　
　

12
日
（
木
）

【
ピ
ン
コ
ロ
会
】

日
時
▼
１
月
18
日
（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
半
頃

場
所
▼
大
平
団
地
集
会
所

募
集
期
限
▼
な
し

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
も
の
づ
く
り
サ
ロ
ン
】

日
時
▼
１
月
25
日
（
水
）

場
所
▼
中
央
公
民
館

参
加
費
用
▼
５
０
０
円
（
予
定
）

　

※
申
込
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

募
集
期
限
▼
１
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　

17
日
（
火
）

お
申
し
込
み
▼

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

２
７
８
０

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
！　

１
．
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
所

得
税
な
ど
の
申
請
書
を
作
成
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
提
出
が
で
き
ま
す
。

２
．
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
す
る

と
、
控
除
証
明
書
な
ど
の
必
要
書
類

の
デ
ー
タ
を
申
告
書
へ
自
動
で
入
力

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ

ト
！

・
税
務
署
に
行
か
ず
に
自
宅
か
ら
申

告
。

・
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地
震

保
険
料
控
除
証
明
書
な
ど
の
添
付
書

類
は
、
記
載
内
容
を
入
力
・
送
信
す

れ
ば
提
出
や
掲
示
が
不
要
。

・
自
宅
か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
さ

れ
た
還
付
申
告
は
、
３
週
間
程
度
で

還
付
。

・
確
定
申
告
期
間
中
は
、
24
時
間
い

つ
で
も
利
用
可
能
。

お
問
い
合
わ
せ
▼

今
月
の
運
転
免
許

更
新
時
講
習

水
道
凍
結
に
ご
注
意
を
！

函
館
バ
ス
「
年
末
年
始
ダ
イ
ヤ
」

に
つ
い
て

自
衛
官
等
募
集
説
明
会

社
会
福
祉
協
議
会

各
サ
ロ
ン
開
催
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
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ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー
ナ
ー
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０

－

０
１

－

５
９
０
１

　

町
で
は
、
土
木
技
術
業
務
及
び
一

般
行
政
事
務
に
従
事
す
る
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
齢
要
件
▼

平
成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

応
募
資
格
▼

次
の
う
ち
、
①
と
②
若
し
く
は
③
の

２
項
目
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

者
②
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
以

上
の
学
校
で
、
土
木
の
学
科
又
は

　

こ
れ
に
類
す
る
学
科
を
履
修
し
卒

業
し
た
者
若
し
く
は
卒
業
見
込
の

　

者
③
土
木
に
関
す
る
実
務
経
験
が
３
年

以
上
あ
る
者

お
問
い
合
わ
せ
先
▼

総
務
課
総
務
財
政
グ
ル
ー
プ　

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

　

移
動
献
血
車
が
来
町
し
、
献
血
を

行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
４
０
０
㎖
献
血
者
の
方
へ

粗
品
（
先
着
50
名
）
を
差
し
上
げ
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
▼
１
月
30
日
（
月
）

時
間
と
場
所
▼　

９
時
30
分
～
12
時
00
分

役
場
前

13
時
30
分
～
14
時
20
分

木
古
内
消
防
署
前

14
時
50
分
～
16
時
40
分

函
館
新
幹
線
工
務
所
前

お
問
い
合
わ
せ
▼

町
民
課
住
民
グ
ル
ー
プ　

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

　

町
は
、
「
北
方
領
土
の
日
、
特
別

啓
発
期
間
」
中
の
１
月
21
日
（
土
）

か
ら
２
月
20
日
（
月
）
ま
で
、
次
の

施
設
に
北
方
領
土
返
還
要
求
署
名

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
▼
産
業
会
館
・
国
保
病
院
・
中

央
公
民
館
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
―
・

木
古
内
町
郷
土
資
料
館
・
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
い
さ
り
び

お
問
い
合
わ
せ
▼

総
務
課
総
務
財
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
１
３
９
２

－

２

－

３
１
３
１

　

令
和
５
年
１
月
に
開
催
を
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
新
年
交
礼
会
・
消
防

出
初
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
た
結

果
、
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
消
防
出
初
式
中
止
に
伴
い
、

各
家
庭
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
「
火

の
用
心
ス
テ
ッ
カ
ー
」
は
町
政
広
報

に
折
り
込
み
配
布
と
致
し
ま
す
の
で
、

併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

１月の税金等の納期１月の税金等の納期

国民健康保険税（普通徴収）第８期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）
　　　　　　　　　　　　　第７期

国 保 病 院国 保 病 院
１月の予定１月の予定

診　療　日
○耳鼻科診療日
　11日・25日
　受付　12：00～
　診療　14：00～16：00
○眼科診療日
　10日・24日
　受付　８：30～
　　　　12：00～
　診療　９：00～16：00
○婦人科診療日
　10日・24日
　受付　12：00～
　診療　13：30～16：00
○泌尿器科診療日
　12日・19日・26日
　受付　12：00～
　診療　14：00～16：00
○小児科診療日
　10日・17日・24日・31日
　受付　12：00～
　診療　13：30～16：30
○土曜開院日
＜内科＞（出張医の診療）
　14日・28日
　診療　９：00～11：40
○救急診療
　全日救急診療を行って
います。
○特定健診（予約制）
＜個人＞
　随時受け付けています。
○禁煙外来（予約制）
　現在受付を中止してお
ります。

問い合わせは国保病院
（☎２－２０７９）まで

有
料
広
告

ΈσȜίγȜθ!͈࿐

木古内町本町704　☎2－3335

認知症と診断された方が入居でき
ます。居室は約10畳の個室で、浴
室は個浴に対応しています。看護
師、介護福祉士等の職員が24時間
生活のお世話をいたします。

ΟͼȜΫΑ!͈࿐

木古内町本町52-1  ☎2－2233

通っていただき入浴や、昼食、ゲ
ームやレクリエーション、カラオ
ケ、体操などで楽しい時間を過ご
していただきます。ご自宅まで送
迎します。

̯̩ͣ

木古内町木古内186-10　☎6－7072
職員募集中です。職種：看護職員、介護職員、ケアマネージャー

普段は通所で入浴や、食事、ゲー
ムやレクリエーションなどを楽し
んでいただき、ご家族の急用など
必要な時には宿泊や訪問介護も利
用できます。

ܰ࿅ఉܥෝ߿
ঔ୭ࢌٚݳ

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
に

ご
協
力
を

献
血
に
ご
協
力
を

令
和
５
年
木
古
内
町
新
年
交
礼
会
・

消
防
出
初
式
開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

木
古
内
町
「
土
木
技
術
職
員
」
の

募
集
に
つ
い
て



消
火
器
を
ご
み
に

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

木
古
内
町
定
住
促
進
家
賃

補
助
金
事
業
に
つ
い
て

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

（
４
月
19
日
付
け
）

戸籍の窓口
（11月21日～12月20日提出）

まちの人口
（令和４年11月末現在）

人口　3, 732人（－10）

　男　　1, 736人（±０）

　女　　1, 996人（－10）

世帯　2, 067世帯（－５）

　

２
０
２
２
年
も
残
念
な
が
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
終
息
す
る

こ
と
な
く
年
を
越
す
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
木
古
内
町
の

２
０
２
２
年
を
振
り
返
る
と
、
函
館
江

差
自
動
車
道
の
木
古
内
Ｉ
Ｃ
開
通
、
町

制
施
行
80
周
年
記
念
式
典
の
開
催
な
ど

華
々
し
い
出
来
事
が
あ
っ
た
一
年
で
し

た
。
２
０
２
３
年
は
卯
年
で
す
。
卯
年

は
相
場
の
格
言
で
「
跳
ね
る
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
相
場
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

面
で
良
い
方
向
に
跳
ね
る
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
　
　

（
Ｎ
）

№ 876 12023

1 日 元日
2 月 振替休日
3 火 はたちのつどい式典 中 央 公 民 館 14：00～15：00

4 水
5 木
6 金 町関係機関仕事始め

7 土
ふるさとの森スキー場オープン ふるさとの森スキー場 13：00～20：45

ジュニアスキー教室（～8日） ふるさとの森スキー場 10：00～15：00

8 日 中央公民館図書室　日曜開館日 中 央 公 民 館   8：30～17：00

9 月 成人の日
10 火 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

11 水
12 木 二種混合予防接種（小６） 健康管理センター

13 金
Kidsクッキング 健康管理センター   9：00～12：00

図書の宅配
寒中みそぎ祭り（～15日）

14 土
15 日
16 月

17 火
乳幼児、１歳６ヶ月児、３歳児健診 健康管理センター
定例行政相談 産 業 会 館 13：00～15：00

18 水

生活習慣をみなおす健康教室 健康管理センター 10：00～12：00

キッズトライスポーツ ファミリースポーツセンター 15：30～16：30

プログラミングクラブ 中 央 公 民 館 16：00～17：30

小・中学校３学期始業式
19 木
20 金 ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

21 土
22 日 中央公民館図書室　日曜開館日 中 央 公 民 館   8：30～17：00

23 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

24 火 生きがい教室 健康管理センター 10：00～11：20

25 水
健康マージャン教室 健康管理センター 13：30～15：00

プログラミングクラブ 中 央 公 民 館 16：00～17：30

26 木 マイナンバーカード申請・交付の夜間窓口（～27日） 産 業 会 館 17：15～20：00

27 金
ぷちラッコ 健康管理センター 10：00～11：30

図書の宅配
28 土 無名塾⑥ ネ イ パ ル 森   8：30～15：30

29 日
30 月 運動を楽しむ会 健康管理センター 13：30～15：00

31 火
２月行事予定表

1 水
2 木
3 金 ラッコくらぶ 健康管理センター 10：00～11：30

4 土
5 日 無名塾ジュニア④ 中 央 公 民 館   9：00～13：00

佐藤　ミヤ（80歳）木古内
工藤　ヤイ（88歳）鶴　岡
吉田　悟志（88歳）本　町
橋場　茂由（94歳）釜　谷
堺　　文子（91歳）札　苅
関口　邦子（86歳）本　町

※今月は届出がありませ
んでした。

承諾のあった方のみ
掲載しています。

発行／木古内町　編集／まちづくり未来課まちづくりグループ
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